
洞穴があった。そごさ、ちちゃこいやつが住んでい

たけんど、ずっとそごから出でこねえ。…そりゃ、

狼がいっからだ。

「ねえ、ちちゃこい君、出できて一緒に遊ばねが？

おらだち、すっごくええ友達になれっからよ」狼が

言っだ。

「やんだ。おらには、もう友達が二人いっから」ち

ちゃこいやつがそう言っで、いつまでたっても出で

ごねえ。

その後も、狼は昼も夜も雪でもやってきて、“ちち

ゃこいやつ”をおびき出そうとあの手この手で頑張

ります。果たして狼の作戦は、成功するのでしょう

か？味のある山形弁も魅力です。

『
言
い
か
え
図
鑑
』

（
大
野
萌
子
／
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）

誰
か
の
「
ひ
と
言
」
に
イ
ラ
ッ
と
し
た

こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
悪
気
は
な
か

っ
た
の
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と
言
で

相
手
を
不
機
嫌
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
」

苦
い
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
本
書
で

は
、
人
間
関
係
が
ぐ
ん
と
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
「
よ
け
い
な
ひ
と
言
」
を
「
好
か

れ
る
セ
リ
フ
」
に
言
い
か
え
る
パ
タ
ー

ン
を
徹
底
的
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

『
で
き
る
か
な
？
人
体
お
も
し
ろ

チ
ャ
レ
ン
ジ
』

（
坂
井
健
雄
／
え
ほ
ん
の
杜
）

遊
び
な
が
ら
学
べ
る
！
友
達
と
一
緒
に

や
り
た
く
な
る
！

本
書
で
は
、
子
供
た
ち
で
も
簡
単
に
試

せ
た
り
、
観
察
で
き
て
、
思
わ
ず
自
分

の
体
で
確
認
し
た
く
な
る
よ
う
な
「
人

体
の
不
思
議
」
を
多
数
紹
介
。

◎
４
人
に
１
人
、
耳
に
進
化
の
名
残
が

あ
る
よ

◎
ラ
ー
メ
ン
を
す
す
る
と
鼻
水
が
出
て

く
る
よ
ね
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

№183

『ちちゃこいやつ』
（ロブ・ハドソン／作
　　ダニエル・カール/訳
　　　　マイクロマガジン社）

「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

広報かねやま　2021.5 ⑭広報かねやま　2021.5⑮

2021年３月27日 東京金山会の役員会を開催し
ました。まず、議論の結果、今年度の懇親会を見
送りすることとしました。東京金山会総会につい
ては、みなさまへ郵便をお送りしておりますので、
ご確認いただければ幸いです。
当面の情勢を踏まえ、金山町の出身者、ゆかりの
ある方々が交流出来る場の提供は、引き続きリス
クを最小化した形で、開催規模をコンパクトにす
るなど、工夫しながら模索したいと考えています。
「若者達のサポート」しっかり出来るよう、柿崎
会長以下、取り組んで参りますので、どうか引き
継ぎ、宜しくお願いいたします。

金山出身者の「故郷の山」といえば「神室山」。温泉もあり、子供たちが楽しめる場所。
関東で生活していて思うのが「地元の山」と思える場所が、意外と少ないこと。「高
尾山」は東京の「地元の山」ではあるけど「神室山」へ抱く気持ちとは違う。「鋸山」（千
葉）も眼下に海がみえる絶景。それも「神室山」的ではないなと思う。
日本には昔から地元の山に対しての想いがあり、敬意に似たような感情があるのだ
と思う。
かつてイザベラバードも、金山の美しい「山」の風景に想いがあったように思える。
初めて観た金山は、当時のみちから、薬師山、中の森、熊鷹森だろうか。イザベラバー
ドの観た景色、美しい田園風景と、金山滞在で好きになった「神室山」だったんだ
ろうと思う。
世界へ飛び立つ若者には、日本の地元の「山」がある
事は、きっと支えになる。殊に、我々金山出身者は「神
室山」が、心のなかの「山」であり「支え」であり続ける。
「山」に対しての気持ち、いつも静かに持ち続けてい
たいですね。

東京金山会通信 №25

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
五
〇
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
五
〇
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

星
川
　
キ
エ
子

春
兆
す
出
羽
三
山
の
丑
詣
り

春
の
夢
来
る
な
と
叱
る
夫
の
影

岸
　
　
あ
き
子

犬
た
ち
が
鼻
突
き
合
わ
せ
日
永
か
な

清
ら
な
る
春
光
浴
び
て
嶺
映
ゆ
る

高
橋
　
　
洋
子

川
の
瀬
に
春
の
兆
し
や
音
さ
や
か

土
手
の
道
藍
の
ま
ば
ゆ
き
犬
ふ
ぐ
り

鵜
沼
　
よ
し
子

春
光
に
影
引
く
鳥
の
枝
渡
り

蹲
の
水
の
溢
る
る
春
兆
す

阿
部
　
　
一
代

く
っ
き
り
と
真
白
き
遠
嶺
里
は
春

水
温
み
堰
の
流
れ
の
音
優
し

阿
部
　
サ
タ
エ

海
の
東
風
吾
が
狭
庭
に
も
届
き
け
り

子
の
介
護
う
け
て
安
ら
ぐ
昼
寝
か
な

あ
ふ

こ
　
ち

つ
く
ば
い

う
し

き
ざ

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

淡
陽
射
す
窓
辺
に
移
す
花
の
鉢

深
々
と
雪
降
る
夜
半
や
亡
友
の
影

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

雪
解
け
の
観
音
祭
へ
指
を
折
り

鳥
雲
に
入
る
山
里
の
日
暮
れ
刻

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

雪
割
り
や
豆
腐
紛
ひ
の
四
角
形

草
餅
を
供
ふ
仏
間
の
香
り
か
な

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

ほ
の
匂
ふ
老
舗
の
庭
や
雛
か
ざ
り

自
分
史
の
俳
句
ノ
ー
ト
や
雁
帰
る

羽
　
場
　
坂
本
　
徳
太
郎

啓
蟄
や
胴
巻
虫
の
天
と
地
よ

溢
流
や
巣
に
も
帰
ら
ぬ
鷺
一
羽

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

故
郷
の
軒
を
忘
れ
ず
巣
の
燕

誰
も
来
ぬ
家
族
ば
か
り
や
雛
飾
る

七
日
町
　
村
松
　
　
枩
風

嗅
ぎ
廻
る
犬
を
迎
へ
し
雪
間
草

地
震
の
去
り
拭
き
隠
す
ご
と
朝
霞

ま
が

い

と
き

さ
い

と
　
も

な
　
ゐ

行政相談委員に川崎惠佐夫さんが再任
困ったら悩まず行政相談を

令和３年４月１日付けで総務大臣から川崎
惠佐夫さん（内町）が町の行政相談委員に
委嘱されました。行政についてお困りにな

っていることが
ありましたら、
いつでも上記の
相談窓口までお
気軽にご相談く
ださい！

け　さ　お
【定例行政相談所】
　行政への苦情・意見要望、行政の仕組みや手続きに
関する相談を受け付け、解決に向けて活動します。
●日にち（１月～３月は自宅で受け付けます）

●時間　９時～11時
●場所　農村環境改善センター和室

５月７日
７月２日
９月３日
11月５日

６月４日
８月６日
10月１日
12月３日

相談窓口
行政相談委員　川崎惠佐夫
☎ 52－7386

け　さ　お

東京も桜が綺麗な季節が落ち着いた印象。そして騒がしい世間の状況に関わりなく新たな船出の季節。今春、新たな船出を
迎えた金山のみなさまの輝かしい前途、祈念しております。
さて今月は、東京金山会役員会でのご報告と、非定期連載の東京金山コラムをお届けします。

「東京金山コラム」Vol.４「山」


